
ヨシュア 7:6 ヨシュアは着物を裂き、イスラエルの長老たちといっ
しょに、主の箱の前で、夕方まで地にひれ伏し、自分たちの頭に
ちりをかぶった。 
 7:7 ヨシュアは言った。「ああ、神、主よ。あなたはどうしてこの民
にヨルダン川をあくまでも渡らせて、私たちをエモリ人の手に渡し
て、滅ぼそうとされるのですか。私たちは心を決めてヨルダン川の
向こう側に居残ればよかったのです。 
 7:8 ああ、主よ。イスラエルが敵の前に背を見せた今となっては、
何を申し上げることができましょう。 
 7:9 カナン人や、この地の住民がみな、これを聞いて、私たちを
攻め囲み、私たちの名を地から断ってしまうでしょう。あなたは、
あなたの大いなる御名のために何をなさろうとするのですか。」 
 7:10 主はヨシュアに仰せられた。「立て。あなたはどうしてそのよ
うにひれ伏しているのか。 
 7:11 イスラエルは罪を犯した。現に、彼らは、わたしが彼らに命
じたわたしの契約を破り、聖絶のものの中から取り、盗み、偽っ
て、それを自分たちのものの中に入れさえした。 
 7:12 だから、イスラエル人は敵の前に立つことができず、敵に背
を見せたのだ。彼らが聖絶のものとなったからである。あなたがた
のうちから、その聖絶のものを一掃してしまわないなら、わたしは
もはやあなたがたとともにはいない。 
 7:13 立て。民をきよめよ。そして言え。あなたがたは、あすのた
めに身をきよめなさい。イスラエルの神、主がこう仰せられるから
だ。『イスラエルよ。あなたのうちに、聖絶のものがある。あなたが
たがその聖絶のものを、あなたがたのうちから除き去るまで、敵の
前に立つことはできない。 
 7:14 あしたの朝、あなたがたは部族ごとに進み出なければなら
ない。主がくじで取り分ける部族は、氏族ごとに進みいで、主】が
取り分ける氏族は、家族ごとに進みいで、主が取り分ける家族
は、男ひとりひとり進み出なければならない。 
 7:15 その聖絶のものを持っている者が取り分けられたなら、その
者は、所有物全部といっしょに、火で焼かれなければならない。
彼が主の契約を破り、イスラエルの中で恥辱になることをしたから
である。』」 
 
 
 
 

Jos7:6 Then Joshua tore his clothes, and fell to 
the earth on his face before the ark of the Lord 
until evening, he and the elders of Israel; and 
they put dust on their heads. 7:7 And Joshua 
said, "Alas, Lord God, why have You brought 
this people over the Jordan at all-to deliver us 
into the hand of the Amorites, to destroy us? 
Oh, that we had been content, and dwelt on the 
other side of the Jordan! 7:8 "O Lord, what 
shall I say when Israel turns its back before its 
enemies? 
 7:9 "For the Canaanites and all the 
inhabitants of the land will hear it, and 
surround us, and cut off our name from the 
earth. Then what will You do for Your great 
name?" 7:10 So the Lord said to Joshua: "Get 
up! Why do you lie thus on your face? 7:11 
"Israel has sinned, and they have also 
transgressed My covenant which I commanded 
them. For they have even taken some of the 
accursed things, and have both stolen and 
deceived; and they have also put it among their 
own stuff. 7:12 "Therefore the children of Israel 
could not stand before their enemies, but 
turned their backs before their enemies, 
because they have become doomed to 
destruction. Neither will I be with you 
anymore, unless you destroy the accursed from 
among you. 
 7:13 "Get up, sanctify the people, and say, 
'Sanctify yourselves for tomorrow, because thus 
says the Lord God of Israel: "There is an 
accursed thing in your midst, O Israel; you 
cannot stand before your enemies until you 
take away the accursed thing from among you." 
 7:14 'In the morning therefore you shall be 
brought according to your tribes. And it shall be 
that the tribe which the Lord takes shall come 
according to families; and the family which the 
Lord takes shall come by households; and the 
household which the Lord takes shall come 
man by man. 7:15 'Then it shall be that he who 
is taken with the accursed thing shall be 
burned with fire, he and all that he has, 
because he has transgressed the covenant of 

        
     

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
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「敗北を認め悔い改める。」ヨシュア 7 章 6～15 節  

今
日
は
終
戦
記
念
日
で
す
が
、
本
来
は
敗
戦
記
念
日
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
参

加
は
、
日
本
の
指
導
者
に
よ
る
愚
か
な
政
策
で
す
が
、
原
爆
２
つ
が
落
と
さ
れ
る
ま

で
敗
戦
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
、
戦
争
犯
罪
責
任
を
逃
れ
る
た
め
で
し
た
。
連
合
軍

は
、
戦
争
犯
罪
人
を
罰
し
て
い
ま
す
。
靖
国
神
社
は
、
明
治
以
来
の
国
家
の
為
に
殉

難
し
た
人
の
霊
を
祀
る
（
神
と
し
て
崇
め
る
）
神
社
で
す
が
、
そ
の
Ａ
級
戦
犯
を
も

合
祀
し
て
い
る
の
で
す
。
あ
れ
だ
け
悲
惨
な
日
々
を
も
た
ら
し
た
責
任
者
を
恨
む
こ

と
も
罰
す
る
こ
と
も
し
な
い
で
神
と
し
て
崇
め
る
と
い
う
精
神
風
土
は
、
異
常
な
も

の
で
す
。
昭
和
天
皇
で
さ
え
Ａ
級
戦
犯
の
合
祀
を
理
由
に
親
拝
を
止
め
て
い
ま
す
。 

隣
り
の
国
の
「
恨
」
文
化
と
日
本
の
文
化
は
両
極
端
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、

日
本
の
靖
国
風
土
は
古
来
か
ら
あ
り
、
敵
で
あ
っ
た
者
の
関
係
者
の
恨
み
や
因
縁
を

断
っ
て
、
仲
良
く
暮
ら
そ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
あ
り
ま
し
た
。
菅
原
道
真
の
祟

り
を
恐
れ
て
造
ら
れ
た
天
満
宮
な
ど
が
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
恨
み
や
怒
り
を
恐
れ

た
鬼
神
礼
拝
で
す
。
悪
人
を
裁
く
勇
気
が
な
い
の
で
す
。 

「
水
に
流
す
」
と
は
、
穢
れ
や
邪
悪
な
も
の
を
川
に
流
し
て
清
め
て
し
ま
お
う
と

い
う
意
味
で
、
過
去
に
あ
っ
た
こ
と
を
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
と
い
う
日
本
独
自
の

人
間
関
係
の
極
意
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
子
供
の
頃
、
大
人
た
ち
が
川
に
何
で
も

流
し
て
し
ま
う
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。
下
流
の
人
々
の
苦
労
を
考
え
な
い

勝
手
な
行
い
で
す
。
水
に
流
す
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
、
ず
る
い
人
々
、
悪
人
、
権

力
者
で
あ
っ
て
、
下
流
の
人
々
、
善
良
な
人
々
に
と
っ
て
は
、
迷
惑
な
こ
と
で
す
。 

神
の
裁
き
、
最
後
の
審
判
が
キ
リ
ス
ト
教
の
重
要
な
教
理
で
す
が
、
こ
れ
を
し
っ

か
り
と
受
け
入
れ
な
い
と
罪
の
赦
し
も
、
神
の
祝
福
も
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
自

分
の
罪
を
「
水
に
流
せ
る
も
の
」
と
か
、
「
忘
れ
ら
れ
る
も
の
」
と
か
、
「
怒
れ
ば
恐

れ
ら
れ
る
も
の
」
と
か
、
「
誤
魔
化
せ
る
も
の
、
言
い
訳
の
で
き
る
も
の
」
な
ど
と
考

え
て
は
い
け
な
い
か
ら
で
す
。 

今
日
の
聖
句
は
、
強
大
な
城
壁
都
市
エ
リ
コ
を
打
ち
破
り
、
調
子
に
乗
っ
て
い
た

ヨ
シ
ュ
ア
が
小
さ
な
町
ア
イ
を
攻
め
る
時
に
、
「
二
、
三
千
人
ぐ
ら
い
を
上
ら
せ
て
、

ア
イ
を
討
た
せ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
」
（
ヨ
シ
ュ
ア
７
・3

）
と
い
う
安
易
な
部
下
の

提
案
に
乗
り
、
惨
め
な
敗
北
を
し
た
時
の
も
の
で
す
。
７
節
か
ら
９
節
の
泣
き
言
は

愚
か
な
も
の
で
す
。
そ
れ
で
も
、
「
ヨ
シ
ュ
ア
は
着
物
を
裂
き
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
長
老

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
主
の
箱
の
前
で
、
夕
方
ま
で
地
に
ひ
れ
伏
し
、
自
分
た
ち
の

頭
に
ち
り
を
か
ぶ
っ
た
。
」
（6

）
と
、
し
っ
か
り
と
人
々
の
前
で
悔
い
改
め
て
い
る
の

は
立
派
で
す
。 

               

主
な
る
神
は
、
そ
こ
で
ア
カ
ン
が
エ
リ
コ
の
町
に
あ
っ
た
聖
絶
す
べ
き
も
の
を
自

分
の
た
め
に
隠
し
て
お
い
た
こ
と
を
暴
き
出
し
ま
す
。
ア
カ
ン
は
、
何
回
も
さ
れ
る
く

じ
で
次
第
に
自
分
が
暴
き
出
さ
れ
る
の
を
恐
れ
な
が
ら
隠
れ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の

人
々
の
中
で
一
人
だ
け
誤
魔
化
し
て
盗
ん
だ
の
に
、
ば
れ
る
は
ず
が
な
い
と
考
え
て
い

た
の
で
す
。
ア
カ
ン
が
盗
ん
だ
の
は
、
美
し
い
外
套
一
着
、
銀
２
３
０
０
ｇ
、
金
５
７

０
ｇ
、
現
在
の
価
格
で
約
４
０
０
万
円
、
こ
れ
で
命
を
落
と
し
た
の
で
す
。 

私
が
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
に
言
う
こ
と
は
、
「
一
番
高
く
付
く
の
は
意
地
。
こ
れ

に
気
を
付
け
な
さ
い
。」。
意
地
を
張
っ
て
、
嘘
を
つ
く
、
人
と
争
う
。
ご
ま
か
し
を
す

る
。
成
績
を
争
う
。
地
位
を
追
い
求
め
る
。
・
・
・
。
ろ
く
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
犯
が
、
敗
戦
が
わ
か
っ
て
い
る
の
に
負
け
を
認
め
な
か
っ
た
の
も
、
意
地
が
大
き
な

要
因
で
し
ょ
う
。
意
地
の
為
に
数
百
万
人
の
人
を
死
な
せ
た
の
で
す
。
会
社
が
倒
産
す

る
の
も
、
社
長
の
意
地
が
原
因
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
夫
婦
仲
が
悪
い
の

も
、
双
方
の
意
地
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
で
家
庭
が
崩
壊
し
、
地
獄
絵
図
と
な
る
の

で
す
。
謝
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
負
け
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
す
。 

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
新
約
の
時
代
に
も
あ
り
ま
す
。
教
会
の
創
設
期
に
ア
ナ
ニ
ヤ

と
サ
ッ
ピ
ラ
と
い
う
夫
婦
が
バ
ル
ナ
バ
を
真
似
て
、
有
力
な
地
位
を
得
る
為
に
、
代
金

の
一
部
を
自
分
の
為
に
取
っ
て
お
い
た
上
で
、
全
額
で
あ
る
と
嘘
を
言
っ
て
教
会
に
献

げ
ま
し
た
。
「
あ
な
た
は
人
を
欺
い
た
の
で
は
な
く
、
神
を
欺
い
た
の
だ
。
」
（
使
徒

５
・4

）
と
ペ
テ
ロ
に
指
摘
さ
れ
、
直
ち
に
息
が
絶
え
た
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
妻
も

「
ペ
テ
ロ
は
彼
女
に
こ
う
言
っ
た
。
『
あ
な
た
が
た
は
地
所
を
こ
の
値
段
で
売
っ
た
の

で
す
か
。
私
に
言
い
な
さ
い
。
』
彼
女
は
『
は
い
。
そ
の
値
段
で
す
』
と
言
っ
た
。
そ

こ
で
、
ペ
テ
ロ
は
彼
女
に
言
っ
た
。
『
ど
う
し
て
あ
な
た
が
た
は
心
を
合
わ
せ
て
、
主

の
御
霊
を
試
み
た
の
で
す
か
。
見
な
さ
い
、
あ
な
た
の
夫
を
葬
っ
た
者
た
ち
が
、
戸
口

に
来
て
い
て
、
あ
な
た
を
も
運
び
出
し
ま
す
。
』 

 

す
る
と
彼
女
は
、
た
ち
ま
ち
ペ
テ

ロ
の
足
も
と
に
倒
れ
、
息
が
絶
え
た
。
入
っ
て
来
た
青
年
た
ち
は
、
彼
女
が
死
ん
だ
の

を
見
て
、
運
び
出
し
、
夫
の
そ
ば
に
葬
っ
た
。」（
使
徒
５
・8-10

）
。 

平
気
で
嘘
や
誤
魔
化
し
、
誇
張
を
言
う
人
が
い
ま
す
。
真
実
を
言
わ
ず
、
黙
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
過
去
に
犯
し
た
嘘
が
、
時
を
経
た
ら
流
れ
去
り
、
わ
か
ら
な
く
な

る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
タ
ン
は
「
敵
対
す
る
者
」、
「
訴
え
る
者
」
と
い

う
意
味
を
持
ち
ま
す
。
嘘
や
誤
魔
化
し
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
必
ず
サ
タ
ン
の
罠
に
陥

り
ま
す
。 
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